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   〇日 時 令和３年５月12日（水） 

15時から16時まで 

 

   〇場 所 教育長室 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    風呂井  敬 

     教育委員        蓑 田 繼 男 

     教育委員        早 川 雅 子 

     教育委員        東別府  睦 

 

 

   〇関係者 

 

     教育次長        稲 村 憲 幸 

     教育総務課長      川 越  太 

     学校教育課長      安 藤 晋 哉 

     生涯学習課長      鬼 塚  仁 

     教育総務課課長補佐   曽 原  学 

     教育総務課管理係長   中 村 あけみ 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第４号 鹿屋市社会教育委員の委嘱について 

  

(2) 議案第５号 鹿屋市文化財保護審議会委員の委嘱について 

 

(3) 議案第６号 事故の和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分

について 

 

５ 報告  

(1) 令和３年度鹿屋市イングリッシュキャンプ計画について 

  

(2) 令和３年度鹿屋市教育委員会計画訪問実施計画について 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 
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〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第４号 

 

議案第５号 

 

 

議案第６号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市社会教育委員の委嘱について 

 

鹿屋市文化財保護審議会委員の委嘱につ

いて 

 

事故の和解及び損害賠償の額を定める

ことについての専決処分について 

特記事項なし 

 

特記事項なし 

 

 

特記事項なし 

 

  

原案可決 

 

原案可決 

 

 

原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長 今年は例年より早い梅雨入りで、約１か月継続する予報が出ている。

昨年は、鹿屋市内でも大雨による水害が発生し、学校への対応に各方面

から心配や意見があった。昨年同等の大雨を予測して対策をとる。 

新型コロナウイルスに関しては、ますます厳しい状況になっている

が、児童生徒の教育の影響を最小限に止めるように対応し、今後も感染

防止の対策を継続する。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

異議なく承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

風呂井委員 

 

鹿児島県市町村教育委員会連絡協議会が開催され、現在、鹿屋市が監

事であることから出席した。次回の役員については、垂水市から任命す

る。事業計画は、２年毎に九州地区市町村教育委員会研修大会が行われ

ているが、今回は、新型コロナウイルスの影響で中止となった。文科省

主催の市町村教育委員会研究協議会と、市町村教育委員会研修会は例

年通り開催される。 

４  議事 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

風呂井委員 

 

生涯学習課長 

(1) 議案第４号 鹿屋市社会教育委員の委嘱について 

 

資料に基づき説明 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第４号は、原案可決とする。 

 

(2) 議案第５号 鹿屋市文化財保護審議会委員の委嘱について 

 

資料に基づき説明 

 

委員はご高齢の方が多いが、退任された方の理由について伺いたい。 

 

１名は死亡、２名は高齢による体調不良で辞退、１名は人事異動が理
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蓑田委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

由である。 

 

社会教育委員の「本人申し出による解嘱委員」という記載は、体調不

良等の何か理由があったのか考えてしまうため、そうでなければ違う

表記にはできないのか。 

 

表記に決まりはないため、今後、変更を検討する。 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第５号は、原案可決とする。 

 

(3) 議案第６号 事故の和解及び損害賠償の額を定めることについて

の専決処分について 

 

資料に基づき説明 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第６号は、原案可決とする。 

５ 報告 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

教育長 

 

 

(1) 令和３年度鹿屋市イングリッシュキャンプ計画について  

 

資料に基づき説明 

 

 美術、体育、理科、音楽等に加えて語学まで必要となると、講師は大

変だと思うが。 

 

 大変な面はあるが、事前準備をしっかりする。英語指導講師とＡＬＴ

も連携して実施する。 

 

 児童が、各科目を英語で楽しく学ぶことが目的である。そのようなイ

マージョン教育は、全国的に広まっている学習方法であり、携ったこと

があまりないので楽しみである。 



6 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

(2) 令和３年度鹿屋市教育委員会計画訪問実施計画について 

 

 資料に基づき説明 

 

今年度も、学校計画訪問が予定されているが、教育事務所合同学校訪

問と、市教委学校訪問を計画している。 

６ 動議の討論 

 

教育長 

  

発言がないので、動議はないものとする。 

 

７ その他 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

蓑田委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

風呂井委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

風呂井委員 

 

 

学校教育課長 

 

市内小・中学校の修学旅行について 

 

資料に基づき説明 

 

新型コロナウイルスの影響による生涯学習の施設運営や行事について 

 

資料に基づき説明 

 

新聞に掲載された記事によると、肝付町では児童生徒がタブレット

を自宅に持ち帰り、学習しているようだが鹿屋市は可能か。 

 

肝付町は、ＬＴＥを使用した通信環境が整っていることと、通信料に

ついても規模的にまかなえると聞いている。本市において現段階では、

校内での使用を優先し実施する。今後、新型コロナウイルスの影響で、

長期的な自宅学習が必要になった場合は使用方法を検討したい。 

 

ＧＩＧＡスクールの教職員への研修は、十分に行われているのか。 

 

ＧＩＧＡスクールサポーターや、指導主事による派遣指導を各学校

で行い、学校内でも職員同士の勉強会を実施している。その様子は

Twitterに掲載している。 

 

総合的な学習時間は、どういう形になっていて、今後どのようにする

予定なのか。 

 

各学年の総合的な学習の時間で、平和学習や環境学習や、進路学習な

どをテーマに調べ学習を行い文化祭などで発表する形が多い。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

風呂井委員 

 

蓑田委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

早川委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

これまでの義務教育における各教科の学習は、学問的バックボーン

があり、体系的であるが総合的な学習は、それが明確ではない。総合的

な学習では、児童生徒の思考力と判断力等を身につけるために問題解

決に向けてグループで協働し、主体的に取り組む事を目的とした。他の

教科と違い教科書がなく、指導する学校や教員に委ねられており、学校

ごとに差異が生じやすいため、発表会や調べ学習を紹介したりしてい

る。学校行事への取組等についても総合学習にあてている学校も多い。 

 

探究心を高める分野の学習は必要である。 

 

タブレットを使った学習になると、グループ活動が薄れてくるよう

に感じるが。 

 

タブレットを使った学習でも十分グループ活動はなされていくと考

える。これからの学習は、「主体的・対話的で深い学び」の形をめざし

ていることからグループ活動等も計画的になされていく。 

 

鹿屋女子高のクラス担任は、２人の正担任と１人の副担任に変更さ

れたようだが、どういった意図があるのか。 

 

学校長によると、きめ細かな生徒の支援を目的としており、担任の負

担軽減と２人の正担任とすることで、協働して主体的にものを考える

ことができるようになっているとのこと、また正担任のサポートを目

的として副担任を１人置いたということであった。 

 

「昭和の陣痛」という書籍があるが、26年復刻版が出て以降が出てい

ないようであり、もっと皆が読める方法はないのか。 

 

「かのや風土記」を作成中であり、参考にしたい。 

 

次回の定例教育委員会は、令和３年６月９日（水）15時00分から教育

長室で行う。 

８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって５月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


